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要旨：本稿では既往の実大 5 層壁式 RC 造試験体の張間方向を対象に，単軸ばねによる並列平面（以下，疑

似立体）モデルおよび立体モデル，マルチスプリングによる立体モデルを用いた解析結果を比較する。その

際，既往の文献 1)よりスラブ有効幅は実験値と整合が確認された全幅とした。しかし，開口が少なくスパン

が長い張間方向では疑似立体モデルの構造性能を過少評価した。そこで，直交部材の影響を適切に加味する

ため，疑似立体モデルの各構面の両端に直交部材の曲げ戻し効果を考慮した鉛直材を設定して検討した結果，

荷重変形関係および損傷分布が立体モデルと整合したのは，直交部材を考慮した疑似立体モデルであった。 
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1. はじめに 

一般に面材である耐力壁の立体的な挙動を評価する

ことは難しく，耐力壁から構成される壁式 RC 造建物の

立体モデルの適切な構築のためには種々の課題がある。

既往の検討 1)より，実大 5 層壁式 RC 造試験体 2)桁行方

向の構造性能は学会規準で推奨されているモデルを用い

て概ね良好な結果を得た。本稿では，実大 5 層壁式 RC

造試験体 2)張間方向に対して，桁行方向検討において実

験結果と整合したモデルと同様のパラメータを設定し，

耐力壁を 1 本の鉛直材に置換し，各構面をピン接合の剛

梁で接続した並列平面（以下，疑似立体）モデルと，耐

力壁を 3 本の鉛直材に置換した立体モデル，並びに耐力

壁にマルチスプリングを用いた立体モデルのそれぞれの

手法で解析モデルを作成し比較する。 

ここで疑似立体モデルは直交部材の効果を直接考慮

できないモデル化手法であるため，開口が少ない連層耐

力壁構面では立体モデルと比較して耐力を過小評価する

ことが予想される。そこで本論では，直交方向部材の曲

げ戻し効果を直接考慮した 1本柱単軸ばねモデルを用い

た検討を行いその妥当性を確認する。 

 

2. 実験概要 

2.1 試験体概要 

試験体伏せ図を図－1に示す。試験体は壁式RC造の8

階建てモデル建物の下部5層部分とし，桁行方向13.98m，

張間方向10.50mの長方形断面である。この実験では設

計要領内の耐震安全性に関する規定の妥当性を検討する

ことを主目的としたため，この種の建物の耐震安全性に

対して最も大きな要因の一つとして考えられる壁率に着

目し，それが規定値の320cm2/m2をわずかに上回るもの

としている。なお壁厚は桁行方向で270mm，張間方向 

で200mmであり，特に桁行方向は通常5階建ての断面と

比べ大きい。 

試験体立面図3)を図－2に示す。地盤面から1階床高さ

は1900mmであり，階高は各階2650mmと統一されてい

る。本来は存在する上部3層分の重量に相当する約840tを

最上階のコンクリート突出部に1台もしくは2台配置され

た計16台の油圧ジャッキにより加力し，加力中もその値
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(a) Y0構面 (b) Y1構面 (c) Y2構面 (d) Y3構面 

図－2 試験体立面図 

 

 
図－1 試験体伏せ図 
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を一定に保った。なお本実験の水平加力方向は桁行方向

であり，本論で対象としている張間方向への加力は行わ

れていない。 

コンクリートと鉄筋の材料試験結果を表－1 に示す。

また，各耐力壁は同様の配筋が施されているため，ここ

では紙面の都合上，X1通り・Y2－Y3間耐力壁の断面お

よび配筋情報を図－3 に示す。この試験体は 8 階建ての

5 階部分を想定していることより，試験体に用いた鉄筋

は全て異形鉄筋 SD30，耐力壁端部曲げ補強筋は D25 と

一般的に用いられる鉄筋と比較して太径のものを使用し

ている。 

 

3. 解析概要 

 3.1 架構のモデル化 

本稿では，前述の試験体の張間方向を対象に静的非

線形増分解析を行い，架構の挙動を評価するモデルの提

案を行う。解析には任意形状フレームの弾塑性解析プロ

グラム SNAP ver.8（構造システム(株)）を使用する。 

モデルのパラメータ一覧を表－2に示す。A－1は耐力

壁部材を単軸ばねモデルにて 1 本柱置換したもので，各

構面をピン接合された剛梁で接続した疑似立体モデルで

あり，B－1 は耐力壁部材を単軸ばねモデルにて 3 本柱

置換した立体モデルである。C－1 は各要素に材料特性

を考慮したマルチスプリングモデル（以降 MS モデル）

にてモデル化した立体モデルである。ここで，全てのモ

デルの耐力壁のせん断終局強度は文献 1)を参照し，対象

試験体の構造性能評価においてより適切な算定式である

せん断 mean 式を用いる。また文献 1)より，桁行方向に

おいて壁梁の曲げ終局強度およびせん断終局強度を算出

する際のスラブの有効幅を全幅としたモデルを用いる。 

耐力壁，壁梁はそれぞれの部材の構造芯位置で線材

置換し，各部材の中心位置に節点を配置してモデル化す

る。1 階壁脚の節点はピン支持とする．なお，剛域端は

部材フェイス位置とし，危険断面位置は剛域端とした。

前述の通り，張間方向の水平加力は実施されていないた

め，高さ方向の分布は Ai 分布に基づく分布とする。な

お，実験での載荷状況を考慮し，鉛直ジャッキによる荷

重は試験体頂部に作用させる。 

3.2 部材のモデル化 

3.2.1 単軸ばねモデル 

各ばねのモデル図を図－4に示す。 

壁梁部材を 1本の水平方向の線材としてモデル化する

場合は梁の左右両端の危険断面位置に曲げばね，せん断

ばねを有するモデルとする． 

耐力壁を 1 本柱置換によりモデル化する場合は，耐力

壁の重心部分上下端に曲げばねおよびせん断ばね，中央

部に軸ばねを配したモデルとして扱う。耐力壁の剛性・

耐力算定の際には，曲げ剛性と曲げひび割れ耐力算定に

協力幅分の直交壁を，各終局耐力や軸剛性の算定には有

効幅分の直交壁を考慮する。 

耐力壁を 3 本柱置換によりモデル化する場合は，面内

耐力壁と耐力壁両端部の 3部材に分割する。面内耐力壁

の中央に曲げばね，せん断ばね，軸ばねを有する鉛直材

を，端部に軸ばねを有した鉛直材を両端ピン接合として

 

表－2 モデルパラメータ一覧 

 

 

表－1 材料試験結果 

 

(a) コンクリート (b) 鉄筋 

  図－3  X1 通り・Y2－Y3 間耐力壁断面配筋情報 

ヤング係数

（N/mｍ²）

圧縮強度

（N/mｍ²）

引張強度

（N/mｍ²）

基礎 24286 25.2 2.2

1階 24184 24.5 2.2

2階 24388 29.1 2.3

3階 23980 25.0 2.2

4階 22449 24.7 2.2

5階 22857 24.8 2.2

降伏強度

（N/mｍ²）

終局強度

（N/mｍ²）

基礎 397 554

1階 414 608

2階 369 552

3階 393 555

4階 385 609

5階 349 534
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配置する。なお，本稿では，直交壁との交差部または端

部筋が配筋されている範囲を「端部」とした。曲げ耐力

と中央部の軸ばねの評価範囲は端部を除く耐力壁中央部

とし，曲げ剛性とせん断ばねの評価範囲は有効範囲の直

交壁を含む耐力壁全体とする。端部の軸ばねは端部のみ

で評価する。 

1 本柱置換モデルは直交部材のモデル化はせず，面内

の壁のモデル化の際に剛性および耐力を算定することで

直交部材を間接的に考慮している。一方，3 本柱置換モ

デルは直交部材を直接考慮してモデル化を行う。具体的

には，直交部材は面内の力に対してのみ抵抗するモデル

化とし，面外の力に対しては直接には抵抗しないものと

している。 

どちらのモデル化手法においても，耐力壁の上下端

には耐力壁の長さを剛域とする梁を設定する。なお，協

力幅は，階高の 0.1 倍と隣り合う耐力壁までの内法スパ

ン長さの 1/4 のうち最小の値とし，有効範囲は片側につ

き直交壁厚さの 6 倍，隣り合う耐力壁までの内法スパン

長さの 1/4 および開口部端部までの長さのうち最小の値

とする。すべての部材の曲げばねおよびせん断ばねはひ

び割れと終局を考慮したトリリニアモデルとし，軸ばね

は，圧縮側は弾性とし引張側は降伏を考慮したバイリニ

アモデルとしている。 

耐力壁の負担軸力は耐力壁と壁梁，スラブの重量を

分配して算定する。耐力壁と直交壁の交差部から45°に

線を引き，引いた線同士が交差した点と反対側の交差し

た点を直線で結ぶ。また，壁梁の内法スパンの二等分線

を引き，囲まれた部分のスラブの荷重をその部分に含ま

れる耐力壁が負担する荷重とする。 

 (1)耐力壁の剛性・耐力評価式 

1)曲げばね 

a)初期剛性 

   𝐾𝑓 = 6𝐸𝑐 𝐼𝑤 𝑒 𝐿𝑤⁄ (𝑁 • 𝑚𝑚) (1) 

ここで，𝐸𝑐：コンクリートヤング係数(N/mm2)，

𝐼𝑤 𝑒：等価断面二次モーメント (mm4)， 𝐿𝑤 ：壁板のク

リアスパン(mm) 

b)剛性低下率 

   𝛼 = 𝑀𝑦𝑤 𝐶𝑛 𝐸𝑐 𝐼𝑤 𝑒𝜀𝑦⁄  (2) 

ここで， 𝑀𝑦𝑤 ：引張縁から 2 本目の鉄筋降伏時曲げモ

ーメント(N•mm)，𝐶𝑛：弾性中立軸から引張側曲げ補

強筋 2 本目までの距離(mm)，𝜀𝑦：引張側縦補強筋の

降伏ひずみ 

c)ひび割れ耐力 4) 

   𝑀𝑐 = 𝑍𝑒(𝜎𝑡 + 𝜎𝑜) (N • mm) (3) 

ここで，𝑍𝑒：直交壁を含む耐力壁の等価断面係数 

(mm3)， 𝜎𝑡 ：コンクリートの曲げ引張強度（ =

0.56√𝜎𝐵），𝜎𝐵：コンクリート圧縮強度(N/mm2)，𝜎𝑂：

コンクリート軸圧縮応力度(N/mm2) 

d)終局耐力 

   𝑀𝑢 = 𝐴𝑠𝑡 ∙ 𝜎𝑠𝑡 ∙ 𝑑𝑡 − 𝐴𝑠𝑐 ∙ 𝜎𝑠𝑐 ∙ 𝑑𝑐  
(4) 

  − 𝜎𝑎𝑣 ∙ 𝑡 ∙  (𝛽1 ∙ 𝑋𝑛)2 2⁄ + 𝑁 ∙ 𝑔 (N • mm) 

ここで，𝐴𝑠𝑡：引張側鉄筋の各断面積(mm2)，𝜎𝑠𝑡：引

張側鉄筋の応力度(N/mm2)，𝑑𝑡：圧縮縁から各引張鉄

筋までの距離(mm)，𝐴𝑠𝑐 ：圧縮側鉄筋の各断面積

(mm2)，𝜎𝑠𝑐：圧縮側鉄筋の応力度(N/mm2)，𝑑𝑐：圧縮

縁から各圧縮鉄筋までの距離(mm)，𝜎𝑎𝑣：コンクリー

ト平均応力度(N/mm2)（= 0.85𝜎𝐵），𝑡：耐力壁の壁厚

(mm)，𝛽1：等価長方形ブロック置換のための係数，

𝑋𝑛：圧縮縁から中立軸までの距離(mm)，𝑁：負担軸

力(N)，𝑔：圧縮縁から重心位置までの距離(mm)  

2)せん断ばね 

a)初期剛性 

   𝐾𝑠 = 𝐺𝐴𝑒 (𝜅 𝐿𝑤 )⁄ (N mm⁄ ) (5) 

ここで， 𝐺：せん断弾性係数 (N/mm2) 

 (= 𝐸𝑐/2(1 + 𝜈))  ，𝜈：ポアソン比，𝐴𝑒：等価断面積

(mm2)， 𝜅：せん断形状係数で 1.2 

b)剛性低下率 

    𝛽 = 0.46𝑝𝑤𝜎𝑦 𝜎𝐵⁄ + 0.14 (6) 

𝑝𝑤：壁横筋比，𝜎𝑦：壁横筋の降伏強度(N/mm2) 

c)ひび割れ耐力 

    𝑄𝑐 = 𝜏𝑠𝑐𝑟𝑡𝑙 𝜅⁄ (N) (7) 

ここで，𝜏𝑠𝑐𝑟：コンクリートのせん断ひび割れ強度 

(= √(𝜎𝑇
2 + 𝜎𝑇 ∙ 𝜎𝑜) )，𝜎𝑇：コンクリートの引張強度

(=0.33√𝜎𝐵)， 𝑙：耐力壁の長さ(mm)  

d)終局耐力 

（せん断mean式） 

   𝑄𝑠𝑢 = ｛0.068𝑝𝑡𝑒
0.23(𝜎𝐵 + 18)/ 

(8)    √𝑀 𝑄𝐷⁄ + 0.12 + 0.85√𝑝𝑤𝑦𝜎𝑤ℎ 

   + 0.1𝜎0｝𝑡𝑒𝑗(N) 

ここで，𝑡𝑒：等価厚さ(mm)で耐力壁の厚さの 1.5 倍以

下，𝑗：応力中心間距離(= 7𝑑/8 )(mm)，𝑑：0.95D(mm)，

 

 

  
（a）壁梁 （b）耐力壁の 1本柱置換 （c）耐力壁の 3本柱置換 

図－4 単軸ばねモデルのばねモデル 
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D：耐力壁全長(mm)，𝑝𝑡𝑒：等価引張鉄筋比(= 100𝑎𝑡/

𝑡𝑒𝑑)(%)，𝑎𝑡：引張側の端部筋の断面積 (mm2) ，𝑝𝑤𝑦：

横補強筋(= 𝑎𝑤/𝑡𝑒𝑠 )，𝑎𝑤：1 組の横補強筋の断面積

(mm2)，𝑠：横補強筋の間隔(mm)，𝜎𝑦：壁横筋の降伏

強度(N/mm2)，𝜎𝑤ℎ：横補強筋の降伏強度(N/mm2)，

𝑀/(𝑄𝐷)：シアスパン比で 1 未満の場合は 1，3 を超え

る場合は 3 

3)軸ばね 

a)初期剛性 

軸引張剛性𝐾𝑡は鉄筋が有効であるとし圧縮剛性𝐾𝑐

はコンクリートと鉄筋が有効であるとして算定する。 

    𝐾𝑡 = 𝐸𝑠𝐴𝑔 𝐿𝑤⁄ (N mm⁄ )  (9) 

𝐾𝑐 = 𝐸𝑐𝐴𝑒 𝐿𝑤⁄ (N mm⁄ ) (10) 

ここで，𝐸𝑠：鉄筋のヤング係数(N/mm2)，𝐴𝑔：主筋全

断面積(mm2) 

b)軸引張耐力 

   𝑁𝑡 = ∑𝑎𝑡′ ∙ 𝜎𝑦 (N) (11) 

ここで，𝑎𝑡′：耐力壁縦筋の断面積 (mm2)，𝜎𝑦：耐力壁

の引張鉄筋の材料強度(N/mm2) 

(2)壁梁の剛性・耐力評価式 

1)曲げばね 

初期剛性，ひび割れ耐力，終局耐力については文

献5)を参照し，剛性低下率は式(12)を用いる．なお，

スラブが引張側の場合は式(12)を用い，スラブが圧縮

側の場合は式(12)の𝐼0 𝐼𝑡⁄ を1として算定する。 

   𝛼𝑦 = (0.043 + 1.64𝑛𝑝𝑡 + 0.043(𝑎 𝐷⁄ )) 
(12) 

• (𝑑 𝐷⁄ )2 • 𝐼0 𝐼𝑡⁄  

ここで，𝑛：ヤング係数比，𝑝𝑡：引張鉄筋比(= 𝑎𝑡 𝑏𝐷⁄ )，

𝑎𝑡：引張鉄筋断面積(mm2)，𝑏：梁幅(mm)，𝐷：梁せい

(mm)，𝑎 𝐷⁄ ：シアスパン比，𝑑：有効せい(mm)， 𝐼0：

矩形梁の断面二次モーメント(mm4)，𝐼𝑡：T形梁の断面

二次モーメント(mm4) 

2)せん断ばね 

初期剛性，ひび割れ耐力，剛性低下率については

文献5)を参照し，終局耐力は式(13)を用いる。 

（大野荒川mean式） 

   𝑄𝑠𝑢 = 0.068𝑝𝑡𝑒
0.23(𝜎𝐵 + 18)⁄  

(13) 
√𝑀 𝑄𝐷⁄ + 0.12 + 0.85√𝑝𝑤𝑒𝜎𝑤𝑦𝑏𝑒𝑗 (N) 

ここで， 𝑏𝑒：等価長方形幅(mm)，𝑗：応力中心間距離

(= 7𝑑/8)(mm)，𝑑：0.95D(mm)， 𝑝𝑡𝑒：等価引張鉄筋比

( = 100𝑎𝑡/𝑡𝑒𝑑 )(%)，𝑎𝑡 ：引張側の端部筋の断面積 

(mm2) ，𝑡𝑒：等価厚さ(mm)で耐力壁の厚さの 1.5 倍以

下，𝜎𝐵：コンクリート圧縮強度(N/mm2)， 𝑝𝑤𝑒：等価

せん断補強筋比，𝜎𝑤𝑦 ：せん断補強筋の降伏強度

(N/mm2)，𝑀/(𝑄𝐷)：シアスパン比で 1 未満の場合は 1，

3 を超える場合は 3 

3.2.2 MS モデル 

MS モデルのばねモデル図を図－5 に示す。曲げばね

および軸ばねについては MS モデルによるモデル化を行

い，せん断ばねは前節の単軸ばねモデルと同様の方法で

モデル化を行った。壁の上下端の危険断面位置に MS ば

ねを，中央にせん断ばねを有するモデルとし，鉄筋ばね

は壁断面の配筋と同位置に配置し，コンクリートばねに

ついてはかぶりコンクリートとコアコンクリートをそれ

ぞれ設定し配置した。 なお，圧縮側のかぶりコンクリ

ートばねとコアコンクリートばねはひび割れと降伏を考

慮したトリリニア，引張側は終局点のみのバイリニアと

し，鉄筋ばねは降伏点のみのバイリニアとした。 

1) かぶりコンクリートばね                           

圧縮側について，圧縮強度とヤング係数は表－1 に従

い，圧縮強度到達時のひずみ算定式は文献 1)と同様とす

る。なお，ひび割れ耐力および引張強度については文献

6)を参照し，ひび割れ耐力は圧縮強度に 0.3 を乗じた値

とし，圧縮強度到達後は圧縮強度到達時ひずみの 3 倍ま

で耐力を維持するものとする。引張側について，引張強

度は表－1 に従い，引張強度到達後は引張強度到達時ひ

ずみの 3 倍で強度が 0 となるよう設定する。 

2) コアコンクリートばね                            

文献 1)に示すコアコンクリートばね耐力評価式と同様

とする。 

 

4．解析結果 

4.1 結果の比較 

解析により得られた A-1，B-1，C-1 の全体変形角-一

層せん断力関係（建物頂部の水平変位を建物高さで除し

た値）の比較を図－6に，全体変形角 0.2%時の部材の損

傷分布および曲げモーメント図を図－7 に示す。なお，

図－6 では一層せん断力に加えて，一層せん断力を建物

重量で除した値であるベースシア係数も併記する。A-1

の耐力の頭打ちが他の 2 モデルと比較して早く，全体変

形角 0.5%時の一層せん断力は B-1 と比較して約 90%で

ある。破壊モードについては，A-1では全体変形角 0.1%

近傍で大きな壁の 1 階柱脚曲げ破壊が支配的になり，全

体変形角 0.2％ですべての壁の 1 階柱脚が曲げ破壊し，

全体の耐力が頭打ちする。B-1，C-1 では全体変形角

0.1%近傍で大きい壁の壁脚でせん断破壊，一部の壁脚

で曲げ破壊し，建物全体の耐力が頭打ちする。 

 

 
図－5 MSモデルのばねモデル 
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ここで，同一パラメータで解析を行った桁行方向加 

力では各モデルで一層せん断力や応力状態に大きな差 

は確認されなかった 1)。 

このように張間方向加力の場合と桁行方向加力の場

合を比較すると，同様の解析手法にも関わらず，張間方

向を対象に 1本柱置換した結果は過小評価していると思

われる。これは，張間方向の開口が桁行方向と比較して

少ない連層耐力壁構面であり，直交部材による曲げ戻し

効果が適切にモデルに反映されないため，1 階脚部の曲

げ変形が支配的となり，B-1，C-1 と整合しないものと

考えられる。 

 4.2 架構モデルの修正法 

 4.1 に示したように，連層耐力壁構面を対象とした 1

本柱置換モデルにおいては終局耐力が過小評価される可

能性がある。以降では，直交部材の曲げ戻し効果を考慮

した 1 本柱置換モデル化手法の提案を行う。 

モデルパラメータを表－3 に示す。本検討では，従来

の手法を用いた A-1，せん断変形が卓越するよう構面の

両端に剛柱をピン接合した A-2 および直交部材の影響を

考慮した A-3，A-4 を新たに作成し，B.-1 および C-1 と

比較する。ここで，A-3，A-4 については，耐力壁端部

には直交部材による浮き上がり抑制効果を考慮した柱部

材（以降，ピン柱）を設定している。A-3 の中央柱には

対象断面から算定した曲げ剛性を設定するが，本検討の

ように曲げ戻し柱を設定すると直交部材断面による曲げ

剛性を重複して設定することとなる。そこで，曲げ剛性

の過大評価を避けるために中央柱の曲げ剛性算定範囲を

面内方向の断面のみから算定するモデルが A-4 である。  

上記以外のピン柱の共通したモデル化手法を以下に

示す。 

① ピン柱は梁とピン接合とする。 

② 引張側は剛性と終局耐力を有するバイリニア，圧

縮 側は剛性のみの弾性ばねを設定する。 

③ 圧縮剛性は対象部材の圧縮側に位置する直交壁の

軸圧縮剛性を設定する。 

④ 引張剛性は対象部材の引張側に位置する直交壁の

軸引張剛性を設定する。 

⑤ 引張終局耐力は引張側の直交部材が伝達し得るせ

ん断力とし，対象部材引張側に隣接する直交壁梁

の(1)両端が曲げ終局に達した際の負担せん断力 (2)

せん断終局耐力 (3)上述の壁梁に接する直交耐力壁

の軸強度のうち最小値を設定する。ここで，対象

部材引張側に直交方向の壁梁が 2 つ取り付いている

場合は， 2 つの壁梁が伝達するせん断力の合計を曲

げ戻し柱の引張終局耐力とする。 

4.3 モデル修正後の結果 

 解析により得られた全体変形角-一層せん断力関係を

図－8に，全体変形角 0.2%時の部材の損傷分布および曲

げモーメント図を図－9 に示す。なお，図－8 では一層

せん断力に加えて，ベースシア係数も併記する。 

図－8より， モデル A-2 では初期剛性，耐力ともに立

体モデル B-1，C-1 のそれを大きく上回る。モデル B-1

の剛性と近似しているのはモデル A-4，耐力と近似して

いるのはモデル A-3 である。 

図－9 より，モデル A-2 では全体変形角 0.05%時にお

いて負担力の小さい壁の曲げ破壊および負担力の大きい

壁のせん断破壊が先行し，全体変形角 0.1%付近からす

べての壁と壁梁のせん断破壊が発生し架構全体の耐力が

頭打ちする。モデル A-3，A-4 では負担軸力の大きい耐

力壁の軸引張降伏が先行し，その後せん断や曲げ破壊が

  

  

図－6 全体変形角-一層せん断力関係 (a) A-1 モデル 

  
(b) B-1 モデル (c) C-1 モデル 

凡例 ○：曲げひび割れ，●：曲げ終局，△：せん断ひび割れ，▲：せん断終局，■：軸引張降伏 

図－7 全体変形角 0.2%時点の部材の損傷分布および曲げモーメント図 
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生じ架構全体の耐力が頭打ちする。 

以上より，立体モデル B-1 は曲げ破壊とせん断破壊が

混在していることに対し，モデル A-2はせん断破壊が支

配的であり，両者の結果は整合しない。 

なお，モデル B-1 と機構図が最も一致しているのは直

交部材を考慮したモデル A-3, A-4 である。 

 

5．まとめ 

 本稿では，実大 5 層壁式鉄筋コンクリート造試験体の

張間方向を対象に，曲げ戻し効果を加味した疑似立体モ

デルを提案し，立体モデルと比較することで，以下の知

見を得た。 

 1)開口が少ない張間方向において，既往の研究で桁行

方向に対しその精度が確認されているモデル化手法を用

いて疑似立体モデルと立体モデルを作成し比較した結果，

疑似立体モデルは終局耐力を過少評価した。 

 2)直交部材を考慮し，曲げ戻し効果を加味した疑似立

体モデルが全体変形角-一層せん断力関係，部材の損傷

分布および曲げモーメント図において立体モデルと概ね

整合した。 

3)直交部材を考慮し，曲げ戻し効果を加味した疑似立体

モデルのうち，曲げ剛性において面内方向耐力壁のみ考

慮したモデルがより実建物を精度良く，安全側に評価し

た。 
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図－8 全体変形角-一層せん断力関係 (a) A-2 モデル 

  
(b) A-3 モデル (c) A-4 モデル 

凡例 ○：曲げひび割れ，●：曲げ終局，△：せん断ひび割れ，▲：せん断終局，■：軸引張降伏 

図－9 全体変形角 0.2%時点の部材の損傷分布および曲げモーメント図 

 

表－3モデルパラメータ一覧 
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